
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市民館ジャック】 

２０１４年（平成２６年）度の「幸区子ども会議」のグループ討議に参

加した子ども達からの「学区を超えた地域交流をしたい」との意見で開

催を決議して 2015年に第１回を開催。これまで毎年１回計１０回開

催してきた。当初は「ジャック」というインパクトのある言葉が物議を

醸たが、逆にイベントの内容が明確に表されることになり、子ども達が

市民館を占拠するというイメージがいつしか定着した。毎月１回の子ど

も企画スタッフ会議を行い１年がかりで企画し、当日運営を子ども当日

スタッフ、大人スタッフとともに行う。 

     

≪ 重 点 方 針 ＞ 
①心身ともに健やかな子どもの発達のために、子どもたちとも協調しあいながら地域の教育・文化・芸術・スポーツ等の諸活動を展開する。 

②各中学校区の地域教育会議との一層の連携強化を図り、中学校区地域教育会議の支援・補完を通したネットワーク化を推進する。 

③委員の役割分担を明確にしつつ、全体として協調しながら一体感を持った活動を行う。 

④地域の他団体とのより一層の連携を図り共催事業等を展開する。 

⑤地域教育コーディネーターの設置推進を支援する。 

※御幸中学校区地域教育会議と共催 
■第１０回市民館ジャック 令和７年９月２０日（土）開催 

 

【ある日の実行委員会の様子（全体討議からグループ討議へ）】 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市民館キャンプ】 

「かわさきホリスタ」の日で学校・部活動がない日なので、家庭や

地域にいる子どもたちが集まれる場を作るため、「市民館キャンプ」

として開催。午前中は買い物調理、みんなで昼食を食べ、午後はミ

ニキャンプ体験を行い、区長との懇談。一日中遊びや体験を通して

学区を超えて交流する。 

■令和７年１０月１４日（火）開催 

【もちつき会＆ 

ニューイヤーフェスタ】 
幸区地域教育会議の活動の様子が地域へ普及する事を図るため、地

域教育会議主催のイベントとして開催。もともとは幸市民館からの

提案で新年を祝う行事を行いたいとのことから始まった。当初はも

ちつき会だけだったがホールも使おうと地域の皆さんの歌や踊りの

発表の場としてニューイヤーフェスタとして同日に開催。 

■令和８年１月１７日（土）開催 

【教育を語るつどい】 

サイバー防犯について、慶應義塾大学サイバー防犯教育等研究会の

石川准教授と学生達による講演の後、ネットに潜む危険性をテーマ

にして参加者の保護者や地域の方々と一緒にワークショップを行い

理解を深める。 

■令和８年１月３１日（土）開催 

【幸区子ども会議】 

各中学校区で実施された子ども会議の発表や、市民館ジャックこど

も企画スタッフによる市民館ジャック紹介を行う。その後グループ

討議を行い、子ども達の意見交流・表明の場とする。幸区長にも出

席をお願いし講評をいただく。 

■令和８年２月７日（土）開催 

※御幸中学校区地域教育会議と共催 

※御幸中学校区地域教育会議と共催 


